
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度浜松町駅周辺地区エリア防災等推進検討調査 

報告書 要約版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年 3 月 

財団法人民間都市開発推進機構 



 
 

目次 

 

序 章 調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

序－１ 調査の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

序－２ 調査の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

第１章 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会について・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

１－１ 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会の設置の目的・・・・・・・・・・ ２ 

１－２ 検討範囲について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

１－３ 構成員について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

１－４ スケジュールと検討内容について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

第２章 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会の内容・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

２－１ エリア防災計画の必要性と効果について・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

２－２ 浜松町駅周辺エリアにおける現況の防災上の課題・資源・・・・・・・・ ６ 

２－３ 想定される被害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

２－４ エリア防災による付加価値の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９ 

２－５ 付加価値向上となるエリア防災の取り組むべき項目、体制について・・ ２４ 

 



1 

序章 調査の概要 

 

序－１ 調査の目的 

平成２３年３月１１日の東日本大震災以降の都市の防災性向上の必要性の高まり

や、都市再生特別措置法の改正や都市安全確保計画制度の創設を受け、エリア防災

のさらなる推進に寄与すべく、都市再生緊急整備地域における「都市再生緊急整備

協議会」の設立および「都市再生安全確保計画」の策定等向けた準備段階でのエリ

ア防災に関する課題やその解決策等について調査、研究を行う。 

 

序－２ 調査の内容 

上記目的を踏まえ、浜松町駅周辺地区をモデルとして、エリアの現況についての

分析を行い、エリア防災推進に向けた課題等を整理した上で、課題解決の方向性の

検討等、ケーススタディを下記の項目、手順に沿って進める。 

その際、都度、学識経験者や行政、民間事業者からの意見をうかがい、円滑に調

査を進める。 

（１）業務計画の検討 

（２）対象エリアに関する現況の把握・整理 

①上位計画 

②人口・交通施設利用者数、公共施設の立地・耐震性能、ライフライン、エ

ネルギー関連施設 

③防災関連施設 

④開発事業 

（３）対象エリアにおける課題・資源の抽出および課題解決の方向性の検討 

（４）検討会の設置および運営 

（５）行政（国、東京都、港区）、都市再生連絡会等との調整・協議 

（６）報告書等の作成 

上記の調査を踏まえ、また学識経験者や行政等からの助言などを集約して、

内容の充実を図りつつ、エリア防災の推進に向けた課題解決の方向性等を取

りまとめる。 
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１－１ 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会の設置の目的 

 

東日本大震災では首都圏においても、帰宅困難者・駅前滞留者への対応やライフライン

の確保など様々な課題が明らかになり、企業の事業継続（BCP）のみならず地区全体の活

動の継続（DCP）など、都市の防災性・強靭性の向上が喫緊の課題となっている。 

国においてもこれを背景として、都市再生特別措置法が改正され都市安全確保計画制度

の創設がなされたところである。 

浜松町駅周辺地区においては、浜松町二丁目街区を始めいくつかの都市開発プロジェク

トがこれから動き出すものと想定されている。 

この機会を好機と捉え、将来的な「都市再生緊急整備協議会」の設立および「都市再生

安全確保計画」の策定等を視野に入れつつ、地区全体の防災性･強靭性を高めるための方策

について予備的な調査研究を行なうこととし、学識経験者、自治体関係者及び地権者によ

る「浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会」を設け検討を進めるものである。 

 

 

１－２ 検討範囲について 

 

検討対象範囲は浜松町駅を中心としたエリアとし、検討項目に応じて検討対象範囲を想

定する。 

第１章 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会について 
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１－３ 構成員について 

 

浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会の構成員は以下の通りである。 

 

学識者  

明治大学大学院政治経済学研究科特任教授 中林 一樹 

日本大学理工学部土木工学科教授 岸井 隆幸 

東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター准教授 加藤 孝明 

東京都・港区  

東京都都市整備局企画担当部長 佐藤 伸朗 

東京都都市整備局景観・プロジェクト担当部長 永島 恵子 

東京都都市整備局都市基盤部長 石川  進 

港区街づくり支援部長 新村 和彦 

企業  

 幹事企業４社 

事務局  

財団法人 民間都市開発推進機構  

公益財団法人 都市計画協会  

株式会社 日建設計  

一般財団法人 都市防災研究所  

※平成 25 年 3 月時点 
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１－４ スケジュールと検討内容について 
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第２章 浜松町駅周辺地区エリア防災等検討会の内容 

２－１ エリア防災計画の必要性と効果について 
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２－２ 浜松町駅周辺エリアにおける現況の防災上の課題・資源 

  ■浜松町周辺の道路基盤の状況について 



7 

  ■浜松町周辺の歩行者ネットワークと周辺開発動向の状況について 



8 

  ■既定の防災計画等の状況 



9 

２－３ 想定される被害 

  ■東日本大震災（2011.3.11）時の仙台駅および業務中心エリアの状況について 
※青破線は緊急整備地域 仙台駅西・一番町地域（参考））
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  ■東日本大震災の仙台市の被災・復旧状況について（時系列まとめ） 



11 

  ■東日本大震災（2011.3.11）時の仙台市のインフラ状況について 



12 

  ■阪神淡路大震災（1995.1.17）時の三宮駅周辺および臨海部のインフラ状況について 



13 

  ■水害に関する現況とリスクとなりうる項目について 



14 

  ■液状化に関する現況とリスクとなりうる項目について 



15 

  ■津波浸水被害に関する現況とリスクとなりうる項目について 



16 

  ■建物倒壊危険度と緊急道路沿いの建物の耐震状況について 



17 

  ■モノレールの災害対応状況と港湾の整備状況について 



18 

  ■浜松町駅周辺エリアで想定される来街者の滞留者数 



19 

 

２－４ エリア防災による付加価値の向上 

  ■浜松町駅周辺エリアで想定される被害シナリオ 



20 

 
  ■積極的に安全を確保した街の将来像 



21 

 
  ■安全確保の街の将来像にむけた現在の対応状況と課題（案） 
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２－５ 付加価値向上となるエリア防災の取り組むべき項目、体制について 

  ■浜松町駅周辺エリアにおける安全確保計画策定に向けた体制について 
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   ■浜松町駅周辺地区・安全確保ビジョンのイメージ例（積極的に安全を確保した街の将来像） 
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  ■浜松町駅周辺地区・安全確保ビジョンのイメージ例（積極的に安全を確保した街の将来像・広域）
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